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５．まとめ（事務局サイドの悩み）

（１）優先順位づけ
お客様のニーズには出来る限り応えたい ⇔ リソースには限界有

（２）事業支援度合のバランス
スポンサーは事業部 ⇔ お客様視点では押し付け・アピールし過ぎはNG

（３）従業員のさらなる参画度向上
一番強力なメディアは従業員（アンバサダー） ⇔ 現場は忙しい、申し訳ない・・・（泣）

（４）社内連動強化→実際のリーチ数以上の効果増大
ローカライズや各部門の裁量権確保は必要 ⇔ 各所バラバラ、点では×

（５）PDCAを回すための評価軸設定
定量評価には限界有、定性評価はコスト高 ⇔ やりっ放し、手段の目的化は×

答えの無い世界、走りながら考え、PDCAを高速回転させ、
どんどん戦略性を向上させねば！



Thank You！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ASVを推進して目標を達成することが、SDGSのゴールに到達に貢献することになるように、これからも一緒に活動していきましょう。

以上です。
ご清聴ありがとうございました。
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